
　
㈱
有
次
は
、
１
５
６
０
年
に
刀
鍛
冶
・
藤
原
有
次
と
し
て
創

業
、永
く
御
所
御
用
鍛
冶
を
勤
め
、明
治
に
入
り
料
理
庖
丁
や
、

銅
製
の
鍋
、
卸
金
な
ど
の
料
理
道
具
へ
と
展
開
さ
れ
、
職
人
が

手
仕
事
で
造
る
品
々
は
、
正
に
一
生
も
の
と
い
え
、
多
く
の
料
理

人
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
５６
年
に
錦
市
場
の
今
の
場

所
に
店
舗
を
移
し
、
お
客
様
が
実
際
に
商
品
を
手
に
取
り
、
そ

し
て
説
明
を
聞
い
て
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、
対
面
販

売
を
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
「
有
次
」の
庖
丁
を
求

め
て
来
店
さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
、「
庖
丁
は
、
研
ぐ
こ
と
で
永

く
使
え
る
。
海
外
の
方
に
も
そ
の
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
、理
解

い
た
だ
く
こ
と
で
、
日
本
に
は
物
を
大
切
に
す
る
文
化
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
た
い
」と
寺
久
保
社
長
。
ま
た
、「
錦
と
い
う
場
で
今

ま
で
商
売
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
恩
返
し
を
し
た
い
」と
い
う

思
い
か
ら
、
錦
市
場
に
一
人
で
も
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
庖
丁
研
ぎ
教
室
や
魚
の
お
ろ
し
方
教
室
な
ど
を
開
催
さ

れ
、
道
具
を
通
し
て
食
文
化
の
豊
か
さ
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ミ
タ
㈱
は
、京
象
嵌
を
外
国
人
に
販
売
す
る
事
業
で
創
業
、

そ
の
後
総
合
免
税
店
と
し
て
外
国
人
観
光
客
に
日
本
の
文
化
や

商
品
を
紹
介
す
る
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
食
事
、
京
七
宝
や
京
象
嵌
な
ど
手
作
り
体
験
と
実
演
を
柱
と

す
る
「
京
都
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ
め
、「
京

都
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ト
」
と
し
て
、
京
都
市
内
・
成
田
地
区
の
ホ

テ
ル
や
空
港
の
6
店
舗
を
運
営
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
英
語
対
応

可
能
で
、
外
国
人
観
光
客
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。「
一
時
的
な
利
益
に
目
を
向
け

る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
リ
ピ
ー
タ
ー
層
へ

の
対
応
を
重
視
し
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
網
田
社
長
。

ま
た
、「
外
国
人
観
光
客
を
す
べ
て
一
緒
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、

国
ご
と
に
商
品
を
変
え
る
な
ど
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
て
い

き
た
い
」と
も
。
現
在
、
国
内
外
の
観
光
客
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
日
本
の
歴
史
の
ア
ピ
ー
ル
や
日
本
の

良
さ
を
伝
え
る
と
い
っ
た
店
づ
く
り
に
も
注
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

庖丁から伝える
日本の文化や魅力

外国人観光客の視点に
立った事業展開
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立
石
会
頭
の
会
員
訪
問
レ
ポ
ー
ト

立
石
義
雄
会
頭
も
、会
員
の
皆
さ
ま
を
訪
問
し
、ご
活
躍
の
現
場
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。そ
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。

訪問した２社ともに、永年培われてきた技術やサービスを大切にしながら、時代とと
もに変化する社会環境やニーズを捉え事業を展開されている。今後も知恵を発揮し国
内外の顧客創造・顧客満足向上に取り組んでいただきたい。

寺久保社長（右）に庖丁の特長について
ご説明いただきました。

網田社長（右）にアミタ本店内を
ご案内いただきました。

会頭の
ひとこと
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今
回
は
、
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
に
お
い
て
、
永
年
に
亘
り
事
業
を
展
開
し
、
増
加
す
る
外
国
人

観
光
客
へ
の
対
応
な
ど
観
光
振
興
の
一
躍
を
担
っ
て
い
る
事
業
所
２
社
を
訪
問
。
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